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一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

１．位置図 
 

・一般国道９号は、京都府京都市を起点とし、日本海側の主要都市を連絡し山口県下関市に至る延長755kmの主要幹線道路である。 

・一般国道９号福光・浅利道路は、大田市温泉津町から江津市松川町に至る延長6.5kmの道路である。 

位置図 福光・浅利道路 
延長 6.5km 

江津道路 
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福光・浅利道路 
ふくみつ   あさり 

延長6.5㎞ 

江津総合病院 

仁摩･温泉津道路  
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（当面、現道を活用する区間） 

8,819台/日【2車線】 

8,712台/日【2車線】 

13,390台/日【2車線】 

7,088台/日【2車線】 

江津バイパス 

浅利IC 
(仮称) 

道の駅 
サンピコごうつ 菰沢公園 

浅利 
海水浴場 

黒松 
海水浴場 

沖蛇島（ウミネコ） 

福光 
海水浴場 

菰沢公園 
オートキャンプ場 

江津地域拠点工業団地 

ふくみつ  あさり 

高規格幹線道路 

計画区間       

2 

ゆのつちょう まつかわちょう 



一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

高規格幹線道路 

計画区間       

江津道路 

石見福光IC 
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(仮称) 
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（当面、現道を活用する区間） 

江津バイパス 

浅利IC 
(仮称) 

江津総合病院 

浅利海水浴場 

黒松 
海水浴場 

福光海水浴場 

沖蛇島（ウミネコ） 

菰沢公園 
菰沢公園 

オートキャンプ場 

江津地域拠点 
工業団地 

道の駅 
サンピコごうつ 

２．事業概要 
 

・福光･浅利道路は、延長6.5km、設計速度80km/h、暫定２車線で、事業費約290億円。平成27年9月に都市計画決定されている。 

起 終 点  島根県大田市温泉津町福光 ～ 島根県江津市松川町上河戸 

計 画 延 長  延長 ６.５ｋｍ 

設 計 速 度  ８０ｋｍ／ｈ 

車 線 数  暫定２車線 

計 画 交 通 量 

 約１５,０００台/日 
 
 
 

全 体 事 業 費  約２９０億円 

土 工 部 

乗用車 小型貨物 普通貨物 

約4,700台/日 約1,700台/日 約8,600台/日 

事業位置図 

標準断面図 計画概要 

おおだ    ゆのつちょう  ふくみつ ごうつ  まつかわちょう かみかわど 

橋 梁 部 

地元調整の経緯等 

都市計画決定等の状況 
 Ｈ27. 9.15 ： 都市計画決定 
地域の要望等 
 Ｈ27. 6 島根県知事が国土交通大臣政務官に早期事業化を要望 
 Ｈ27. 7 大田市長、江津市長が国土交通大臣政務官に早期事業化を要望 
 Ｈ27. 8 島根県知事が国土交通大臣に早期事業化を要望 
 Ｈ27.11 島根県知事が国土交通大臣政務官に早期事業化を要望 

江津IC 
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一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

・一般国号９号福光・浅利道路は、山陰道（宍道ＪＣＴ～浜田ＪＣＴ間）の高速ネットワークを形成するために必要な最後の区間である。 

 

３．課題と現状 
現状 高速ネットワークを形成するために必要な道路 
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福光・浅利道路 
延長 6.5km 

事業中 
仁
摩
・石
見
銀
山 

IC 

出
雲 

IC 

事業中 
遠
田 

IC 

西
村 

IC 

宍道JCT 

浜田JCT 

宍道ＪＣＴ～ 
 浜田ＪＣＴ間の 
最後の区間 

※高速ネットワーク：走行性の高いネットワーク（当面、現道活用区間含む） 
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一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

福光・浅利道路

燃料チップ製造工場

インドネシア
マレーシア

輸入（ヤシ殻）

2 2 33
6

4
7 4

6 6

12 11

0

5

10

15

20

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

未開通沿線
開通済沿線

（社）

朝山・大田道路

の開通公表

県道浅利渡津線の開通公表

松江市

江津市

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

江津工業団地

事業中区間

３．課題と現状 
課題① 地域経済を支える企業進出 

【工業団地進出企業の声】 

・製品の納期厳守のため、関東方面への午前中納品の場合は、午前４時に会社を出て出雲
空港まで直接運んでいるが、国道９号の通行止めが発生し、航空便に間に合わないと判断
し、コスト度外視で広島駅から社員が新幹線で納品したこともあり、通行遮断という問題の
大きい輸送条件下では会社経営に大きなハンディキャップを抱えている。（金型製造企業） 

・山陰道が整備されていれば、福井工場ではなく、江津工場が増床されていた可能性があり、
山陰道が今後整備されれば、江津工場の増床の可能性がある。 （化学工業製品製造企業） 

▼江津工業団地の分譲率 

▼江津工業団地 
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・島根県内の開通済み高速ネットワーク周辺では着実に企業進出が進んでいる。未開通区間についても、山陰道や現道を活用する区間(県道) 

 の開通目標公表に合わせて企業進出が進みつつある。 

・平成27年度に木質バイオマス発電所が江津工業団地に進出し、県内企業から木材チップを搬入することで関連する林業の活性化にも寄与。 

・山陰道（宍道JCT～浜田JCT間）の最後の区間である当該区間の整備により高速ネットワークを形成し、更なる企業の進出等による民間投資 

 の拡大を図ることが必要。 

資料／島根県 商工労働部 企業立地課「新規の立地計画認定」 

▼島根県の新規立地企業数の推移 ▼島根県内の新規立地企業進出状況（H19～） 

▼木質バイオマス発電所（しまね森林発電）の物流実態 

燃料供給量（計画） 
木質チップ：83,000ｔ/年 
ヤシ殻  ：32,000ｔ/年 

資料/島根県素材流通協同組合 

しまね森林発電 

分譲済

36.7%
空き

63.3%

※）未造成地含む 

福光・浅利道路事業化
にあわせた未造成区域
の新規造成を予定 



一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

広島

益田市

出雲市

北広島町
（千代田）

浜田市

輸出輸入

原木

産業機械

合成樹脂

合成樹脂

再利用
資材

化学薬品

山陽
方面

染料・塗料

福光・浅利道路

スラグサンド
（再生砂）

パルプ

化学石膏

江津市
大田市

浜田港
温泉津港 

京都 
スラグサンドの 
原材料搬入 

非金属鉱物 
（スラグサンド） 

137 

90 90 83 
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98 99 

0

50

100

150
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H22 H23 H24 H25 H26

石膏輸入量

スラグサンド輸出量

(TEU)

至
松
江
市

浜田港ＩＣ

浜田港

臨港道路
福井４号線
（事業中）

至
山
口
市

至
山
口
市

原井ＩＣ

9
ROUTE

9
ROUTE

9
ROUTE

国際物流
ターミナル

H29年度
完成予定

H28年度 -7.5m→-8.5mへ増深
コンテナ船大型化へ対応
（300TEU→700TEU）

福井4号岸壁

コンテナ
ターミナル

資料）H13～H25は港湾統計（年報）、H26は速報値で中国地方整備局調べ 
※TEU：20フィートコンテナを1単位とする、貨物量を表す単位 

※）図中の矢印の太さは貨物量を表し、輸送先（輸送元）は
搬入量（搬出量）が多い代表的な地域を示しており、すべて
のコンテナがその地域に運ばれているものではない。  
資料）浜田港振興会 

※南星海運株式会社HPより 

（350TEU→700TEU） 

資料）浜田港振興会 

横ばい 

■石膏取扱事業所：昭和KDE(株)河下工場（出雲市） 

■スラグサンド取扱事業所：山川産業(株)（江津市） 

▲山川産業(株)江津工場 

・浜田港は島根県唯一の国際定期コンテナ航路を有する港湾で、国際コンテナ取扱量が年々増加。 

・島根県は浜田港の利便性を更に高めるため、平成27年度より「浜田港長期構想」の策定を開始。（平成28年度策定予定） 

・スラグサンドの原材料が温泉津港(大田市)を経由して江津市の工場で不要鉱物を除去後、浜田港から輸出されたり、浜田港から輸入された石
膏が出雲市に輸送されており、安定した物流活動を行う浜田港へのアクセス性を強化するために、当該区間を含めた山陰道の早期整備が必要。 

３．課題と現状 
課題② 重要港湾「浜田港」の更なる物流機能の強化への支援 

▼浜田港のコンテナによるスラグサンド輸出量 
  および石膏輸入量の推移 

６ 

▼浜田港の国際コンテナ取扱貨物量の推移 

▲昭和ＫＤＥ(株)河下工場 

▼浜田港国際コンテナ貨物の主な輸送先（H25） 

3,233 
3,607 3,598 

3,913 

5,002 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H22 H23 H24 H25 H26

(TEU)

輸出 輸入

平成25年福井上屋（CFS）完成 700TEUコンテナ船 

定温倉庫を持つ福井上屋がH25年度に完成し、H26のコンテナ利用が過去最高に 

化学石膏取扱企業（島根県出雲市） 
●主要事業内容 
・グラスファイバー原料事業 
・耐火物事業 ・混和材事業 等 

スラグサンド取扱企業（島根県江津市） 
●主要事業内容 
・硅砂の採掘加工販売等 
 （鋳造用・建材用・ガラス用・ 
 製鉄用・スポーツレジャー用）  

※浜田港振興会HPより 

※CFS（ｺﾝﾃﾅﾌﾚｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ）：ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐ
ﾅﾙの中にあり、ｺﾝﾃﾅ1個に満たない
小口貨物をｺﾝﾃﾅに詰め、または 
ｺﾝﾃﾅから取り出す作業を行う場所 
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一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

54

375

54

261

261

186

375

９

９

９

９

432

314

54

431

９

島根県立中央病院
島根大学医学部附属病院

浜田医療センター

大田市

出雲市

雲南市

飯南町

美郷町

川本町
江津市

邑南町浜田市

45

76 77
84

0

20

40

60

80

100

H23 H24 H25 H26

搬
送
件
数
（
人
／
年
）

・周産期医療など、浜田医療センターでは対応していない治療が必要な患者は島根県西部（江津市等）から出雲市の第３次救急医療機関への 

 広域搬送を余儀なくされている。 

・救命救急を担う第３次医療機関に60分で到達できない地域（約42.7千人）が広く存在。 

３．課題と現状 
課題③ 救急医療施設へのアクセス強化 

▼江津市から出雲市の第３次救急医療機関への搬送推移 

資料：江津邑智消防組合救急統計 
   （ドクターヘリ搬送を含む） 

【救急医療の現状】 

・島根県西部（江津市等）で発生した重篤な外傷及
び広範囲熱傷などの救急患者は、3次救急医療機
関である浜田医療センターでも受入が困難であり、
県立中央病院や島根大学医学部付属病院等へ救
急搬送している。 

                  （島根県医療政策課） 

７ 

▼第３次救急医療機関６０分圏域図（現況） 

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

福光・浅利道路 
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一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

橋梁：約105m橋梁：約115m

青波ＩＣ（仮称）

橋梁部 土工部 

標準横断図 （単位：ｍ） 

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

橋梁構造

死亡事故発生箇所（H17-H27)

全面通行止め箇所（H17-H27)

交通量（Ｈ22センサス）

集落

拠点施設(公園､工業団地)

二次救急医療機関

曲線半径(R<150m)

縦断勾配（i>5%）

交通量台/日

４．事業計画 

・死亡事故発生箇所、線形不良箇所、集落等を回避し、代替性の確保、速達性の向上のため、別線の高規格道路とした。 

・インターチェンジ３箇所、橋梁２橋を計画している。 

起点：石見福光IC 終点：浅利IC(仮称) 

全体延長：6.5km 
土工延長：6.3km(97%) 
橋梁延長：0.2km( 3%) 

あさり いわみふくみつ 
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凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

橋梁構造

死亡事故発生箇所（H17-H27)

交通量（Ｈ22センサス）

市街地

拠点施設(公園､工業団地)

主要渋滞箇所

二次救急医療機関

曲線半径(R<150m)

縦断勾配（i>5%）

交通量台/日



一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

江津道路

石見福光IC

青波IC
(仮称)

至

山
口
市

至

松
江
市

12,095台/日【2車線】

起
点

大
田
市
温
泉
津
町
福
光

お
お
だ

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

延長6.5㎞

江津総合病院

仁摩･温泉津道路

（開通済）

ゆ
の
つ
ち
ょ
う

（開通済）

終
点

江
津
市
松
川
町
上
河
戸

ふ
く
み
つ

ご
う
つ

ま
つ
か
わ
ち
ょ
う

か
み
か
わ
ど

（当面、現道を活用する区間）

8,819台/日【2車線】

8,712台/日【2車線】

13,390台/日【2車線】

7,088台/日【2車線】

江津バイパス

浅利IC
(仮称)

道の駅
サンピコごうつ菰沢公園

浅利
海水浴場

黒松
海水浴場

沖蛇島（ウミネコ）

福光
海水浴場

菰沢公園
オートキャンプ場

江津地域拠点工業団地

高規格幹線道路 
計画区間       

５．整備効果 

・福光・浅利道路の整備により、国道９号の課題箇所を回避し、企業進出の促進や重要港湾浜田港の物流機能の強化 

 を支援し、浜田港の利用促進による物流の活性化、国際・国内貿易の促進を期待。 

・高速ネットワークの整備により、安全で走行性の高い広域医療連携体制、広域観光ネットワークを支援。 

《 整備効果 》 

【企業進出の促進】 【港湾(浜田港)アクセスの強化】 

当該路線の整備により、山陰道（宍道
JCT～浜田JCT間）の高速ネットワー
クが形成 
 
 
江津工業団地等、県西部への企業進出
が促進されて民間投資が拡大し、地域
活性化への貢献が期待される 

当該路線の整備により、浜田港へのアクセ
ス性が強化され、安定した物流活動を支援 
 
 

重要港湾浜田港の利用が促進され、物流活
動の活発化、国際・国内貿易の促進が期待
される 

江津IC 

資料／所要時間は現況はH26プローブデータ、整備後は規制速度により算出 

大田市 

江津市 

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

【救急医療アクセスの強化】 

当該路線の整備により、県西部か
ら出雲方面の３次救急医療機関へ
のアクセスが改善 
 
 
搬送時間が短縮することで住民生
活の安心感の向上や医療機関の広
域連携強化が期待される 

375

186

375

261

432

261

314

54

54

54

431

９

９

９

９

島根県立中央病院

島根大学医学部附属病院

浜田医療センター

福光・浅利道路 

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

圏域拡大人口 
1,118人 

現況 約107分 

浜 

田 

港 

出雲IC～仁摩・石見銀山IC 

整備後 約91分 
約16分 
短縮 

福光･浅利道路整備後 

 約86分 約21分 
短縮 

（山陰道全線整備時） 

出 

雲 

市 

現況 約85分 

江 

津 

市 

出雲IC～仁摩・石見銀山IC 

整備後 約70分 
約15分 
短縮 

福光･浅利道路整備後 

 約66分 約19分 
短縮 

（山陰道全線整備時） 

県
立
中
央
病
院 

資料／所要時間は現況はH26プローブデータ、整備後は規制速度により算出 
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一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路 
ふくみつ  あさり さんいん 

６．事業の効果 

  投資効果（３便益による費用便益比） 

項 目 ＪＣＴ間 福光・浅利 

総費用（C） ４,１２７ ２１９ 

事業費 ３,７４９ ２０４ 

維持管理費   ３７８  １４ 

総便益（B） ４,９６２ ３２８ 

走行時間短縮便益 ３,９１４ ２２０ 

走行経費減少便益   ７３４  ８０ 

交通事故減少便益   ３１４  ２８ 

費用便益比 １.２ １.５ 

便益計測対象項目 内 容 

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短
縮される効果を貨幣価値として算出したもの。 

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改
善されることによる走行に必要な経費（燃料費、
オイル費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車
両償却費）の減少効果を対象として算出したもの
。 
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算
出している。 

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化
に伴う、交通事故による社会的損失（運転者、同
乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故によ
り損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額
等）が減少する効果を貨幣価値として算出したも
の。 

（億円） 

経済的内部収益率（EIRR） ４.９％ 6.4％ 

※1：『ＪＣＴ間』とは、宍道ＪＣＴ～浜田ＪＣＴの区間。 
   『事業全体』とは、福光・浅利道路の区間。 
※2：総費用、総便益については、基準年（Ｈ27）における現在価値を記入。 
※3：総便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故 
  減少便益）を計上。 
※4：費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

10 

・宍道ＪＣＴ～浜田ＪＣＴ間における総費用は４,１２７億円、３便益による総便益は４,９６２億円で費用便益比は１.２
である。 

・福光・浅利道路間における総費用は２１９億円、３便益による総便益は３２８億円で費用便益比は１.５である。 
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広域ネットワーク（ＪＣＴ間）での費用便益分析 ＜福光・浅利道路＞ 

凡 例 

開通済区間 

事業中区間 

調査中区間 

対象区間 

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象 
※1 ：新規事業候補箇所のB/C等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む    ※2：基準年をH27として計算 

中
国
横
断
自
動
車
道 

尾
道
・松
江
線 

山陰道（宍道JCT～浜田JCT） L=約95km 

（仮） 
浅 
利 

あ
さ
り 

あ
お
な
み 

（仮） 
青 
波 

開通済区間 
L=14.5km 

(江津道路) 

調査中区間 
L=7.0km 

新規事業 
候補箇所 
L=6.5km 

開通済区間 
L=11.8km 

(仁摩・温泉津道路) 

事業中区間 
L=7.9km 

(静間・仁摩道路) 

事業中区間 
L=5.0km 

(大田・静間道路) 

事業中区間 
L=6.3km 

(朝山・大田道路) 

事業中区間 
L=9.0km 

(多伎・朝山道路) 

事業中区間 
L=4.5km 
(湖陵・多伎道路) 

事業中区間 
L=4.4km 

(出雲・湖陵道路) 

開通済区間 
L=18.2km 

Ｂ/Ｃ EIRR 

新規事業候補箇所 ○ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ 1.5 6.4% 

ＪＣＴ間※2 ○ 
現道 

活用区間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 4.9% 
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山陰道（宍道JCT～浜田JCT） L=約95km

（仮）
浅
利

あ
さ
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あ
お
な
み

（仮）
青
波

開通済区間
L=14.5km

(江津道路)

調査中区間
L=7.0km

新規事業
候補箇所
L=6.5km

開通済区間
L=11.8km

(仁摩・温泉津道路)

事業中区間
L=7.9km
(静間・仁摩道路)

事業中区間
L=5.0km
(大田・静間道路)

事業中区間
L=6.3km
(朝山・大田道路)

事業中区間
L=9.0km
(多伎・朝山道路)

事業中区間
L=4.5km
(湖陵・多伎道路)

事業中区間
L=4.4km
(出雲・湖陵道路)

開通済区間
L=18.2km

Ｂ/Ｃ EIRR

新規事業候補箇所 ○ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ 1.5 6.4%

ＪＣＴ間※2 ○
現道

活用区間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 4.9%

○広域ネットワーク（ＪＣＴ間）での費用便益分析 ＜福光・浅利道路＞ 

現道 
活用区間 


